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１．はじめに１．はじめに１．はじめに１．はじめに

我が国の土木施工におけるＩＴの活用は，先端的な大規模工事の一部に留まっている．また以前から多くの

土木技術者が，測量・設計・施工管理データを活用することで，様々な業務の効率化が可能になることを指摘

しているが，多くの現場では，依然として膨大な工事関係書類の受渡しが必要で，帳票や図面の作成を人手作

業に依存している非効率な実態がある．加えて，これらの電子データは，定義や構造等について多種多様な形

態で存在するため，多目的利用するためには，利用者間で共通化をはかり，無駄な運用コストを減らしていく

事が必要である（図－１）．特に土木工事においては，国や自治体が測量や監督業務でこれらのデータを扱う

ことで業務改善できる可能性があることから，国や自治体自らが積極的にデータの利用を検討して行く必要が

ある．新しい情報技術はこれらを進めるために欠かせない技術となる．

本報文では，土木施工における３次元デ

ータ利用に関する課題や，土木施工を効率

化するためのデータの利用方策についての

筆者らの研究アプローチを紹介する．

２．土木建設プロジュクトにおける問題点２．土木建設プロジュクトにおける問題点２．土木建設プロジュクトにおける問題点２．土木建設プロジュクトにおける問題点

土木施工で３次元空間データの活用が進

まない背景には，次のような問題がある．

製造業等では CAD 等の異種ソフトウエア

間でのコンカレント作業を可能とするデー

タの運用ルールが整備されているのに対し，

土木分野では，設計と施工・施工管理の間

で，共通のデータを再活用することを想定

した電子納品の標準化が現在のところ考え

られていない．土木工事を１つのプロジュ

クトととらえた場合構造物完成までに多く

のプロセスがあるが，各プロセスで構造物

の機能を満足させるための管理が行なわれ

ており，この管理において取り扱うデータ

は一過性のものが多いため，共通データを

使う利点は発生しないためであると考えら

れる．こうした背景もあり，データの共用・

再利用は進んでいない．しかし，図－２で

示す道路設計におけるデータ連携の例のよ
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図－１　土木施工における３次元空間データの利用場面
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図－２　３Ｄプロダクトモデリングによる道路設計のイメージ
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うに，3D プロダクトモデルの情報が共有できるとするならば，プロジュクトの中で設計変更が生じた場合な

ど，一カ所を修正することで多くの情報（図面や帳票，数量計算表等）が修正できるような仕組みが利用でき

ることとなり，情報共有のメリットを各プロセスで享受でき，施工の合理化や新しい電子発注・納品の方法へ

の展開が期待される．

３．土木施工における３次元空間データの活用場面３．土木施工における３次元空間データの活用場面３．土木施工における３次元空間データの活用場面３．土木施工における３次元空間データの活用場面

土木施工における３次元空間データは以下の様な利用場面が考えられる．

１）契約図書としての３次元設計データ（現況地形と設計形状）

２）３次元設計データを利用した完成イメージの作成

３）丁張りの効率化と設計形状との対比

４）設計データを利用した重機制御データの作成

５) 出来形管理の効率化

６) 出来高管理（出来高数量把握）の効率化

７) 品質管理

８) 出来形データを利用した維持管理データ(GIS)の作成

９）設計変更時の現場作業の迅速化

例えば上記の２）および７）の具体例として，契約図面

を３次元モデル化することにより，現地の座標との対応付

けや着工前測量による設計照査が，迅速かつ正確に実施す

ることが可能となり，図－３に示すように，汎用ソフトを

利用し容易に３次元完成イメージの作成ができ，複雑な形

状の検討資料として利用することができる．

また，土工の品質管理は，これまで材料品質管理や施工

品質管理について材料使用場所や施工位置の位置情報の管

理が難しかったため，これらの品質管理を別々に帳票で管

理していたが，空間情報を利用することにより，図－４に

示すように３次元データ上で各施工地点における使用材料

品質，施工品質のデータ管理が可能となり，これまで帳票

類等の作成に費やしていた作業時間を大幅に効率化できる．

更に，空間情報と一体となった品質管理データが容易に取

り出せることから，性能設計に対応した品質管理データを維持管理に利用することも可能であると考えられる．

４．まとめ４．まとめ４．まとめ４．まとめ

土木工事で使用される情報は，発注者から提示される契約図書を基本としており，その中に含まれる設計図

面や測量成果，施工数量表等を利用して施工や施工管理，工事関係書類の作成等を行っている．現状では施工

においては現場の測量や出来形管理や品質管理，数量確認といった施工管理資料の多くは，人手による転記や

データの手入力による計算処理を必要とし，数量計算根拠提示のための図面への色塗りなど，膨大な手間を必

要としている場合が多い．

今回，紹介したように３次元空間データ利用が容易に行えるようになった場合，これまでは手間がかかった

図面修正も，一度の修正で関連する他の図面修正や計算書等の修正が全て済み，修正されたデータは，空間情

報の正確喝迅速な表示（View）だけではなく，出来高管理や工程管理等，施工中の様々な管理での利用も考え

られる．さらに，設計・施工のみならずＧＩＳを利用した維持管理においてもデータを活用することが可能と

なると考えられる．

図－３　３次元データを用いたすり付け部の検討例

図－４　GIS を用いた施工管理例
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